


座談会「質の高しヽ保健師渚動を目指して」～沼動指針を活かす取り組みにつしヽて～ 研修会「地域包括ケアシステムに向けての保健師活動のありかた」

平成 26年 8月 30日 (土)に開催された座談会には 43名 が参加しました。 平成 26年 10月 4日 に開催された研修会には 73名が参加しました。

テーマ 「活動指針を活用して、各職場でどのように取り
組んでいけばいいか。」

(1)地区診断に基づいた保健師活動をどのようにすすめ
るのか?
(2)地域包括ケアをどのようにすすめるのか?
(3)統括保健師をどうしたら配置できるのか?

クfと―写η―クの手―マ

◆ 「保健師活動指針 活用ガイド」の解説
:榊原 るり子氏
(愛知県健康福祉部医療福祉計画課主幹)

◆ グループワーク及び発表

◆ 助言者によるアドバイス
:1船橋香緒里氏 (藤田保健衛生大学医療‐  ~    

科学部看護学科准教授)

れT申原るり子氏   1船橋香緒呈氏十

〇 地上或包括ケアについて

。高齢者ばかりに限つたことではないではなしヽ。
切れ目のない支援 (障害児や児童虐待等)。
・日頃の活動をとおして、顔の見える関係づくり
が大事。

〇 統括保健師について

。現場の悩みを吸しヽ上げる統括保健師は重要な存在。

・保健師同士が横のつながりを持ち、指針に基づい

て活動することが大事。

・ テーマのうち、(1)～ (3)のいすれかを選択して各グループで意見交換を実施。
,(2)が 5グループ、(3)が 2グループであった。地域包括ケアについて関心が高かった。

向 書

7rb―軍η―クの発表

高齢になつた時、最期まで自宅を過ごすことを希望しているものが

6割以上であるが、実際には病院で最期を迎える者が多いのが現状

である。そこで「病院完結型の医療」から「地域で支える医療・介

護」へのシフトが閉要である。

・ 地域包括ケアシステムは、“住民を中心"と した仕組みづくりであり、

「医療」「介護」安,bして過ごせる「住まい」、そして高齢者自身がいつ

までも元気に地域で暮らせるための「ラ防活動」の環境を整備することである。その構築には、地域

の中で生活と医療の画面から支援する保健師の活動が重要となる。

・地域包括ケアシステムは、地域づくりであり、住民を中心としたシステムであリー機関で行つていくも

のではない。そのためには、保健師の業予ヵ伎の効率化、マンパワーの確保、市区町村と保健所の保健師が

お互いに連携を取つていくことが大切である。

中板育美氏

保健師職能は助産師・看護師職能と協力して、県民の健康づくりのお手伝いもしています

子育て応援団チューキョーくん

のすこやか応援フェスタ
愛知県香護協会ブースで、「育児・母乳相

談」と「なりきりす―ス (看護師さん姿で記

念撮影)」 コーナーを担当しました。

延べ 1,309名の参加があり、楽しそうな

親子連れで、大盛況でした。

会場 :日本ガイシホール

9月 20日・ 21日

あいち県民健康祭
「体験中心の健康チェックコーサー」を開設しました。

・身体のバランスチェック

・敬捷性チェック

・なりきリナース (看護師さん姿で記念撮影)

延べ約 1,164名の

参加があり、それぞれ

真剣に、そして楽しく

参加していました。

会場 :あいち健康

プラザ

O田原市の地域包括ケアシステムとして、①他職種の連携 (医療介護連携推進協議会の立上げ、研修会の

開催)、 ②情報共有ツール (東三河ほいっぶネットワーク等)の活用、③在宅介護家族や認知症家族のた
めの支援、④地域包括ケア普及・啓発として出前講座や医療・介護マップ等の作成、⑤介護・認知症予

防教室の開催、⑥支えあいネットの構築、互勤活動等が発表された。

O名古屋市中村区の地域包括ケアシステムとして、①認知症普及のための市民による演劇の活動や認知症

ガイドブックの作成、認知症疾患医療センター等との連携を担

当する「認知症専門部会」、②24時間 365日の在宅療養の体
制化を目指した “ICT活用きB会"と在宅療養における医療と介

護の連携を目的とした “連携ルール部会"2部会からなる「医
療・介護連携作業部会」、③高齢者の活動場所を紹介する“中村

区おでかけ健康マップ"の改訂や個月」ケース支援のための学習

内藤喜久枝氏    山田昌美氏   会等を開催する「地域課題専門部会」について発表がされた。
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